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二）

　　前回゛は第ご群第一類と第三類第二種いこついて述べ7二が，今回は第二類にっいての考察を試み

　ることにしよう．　　　　　　　　　　　　　　　　二
　　f　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　●　　　1　　　　・　　j,I，　’　　・　　　｀゛　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　　　,.第二群第●二一類の諸本

　　　　　●　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　●　● ●　　　　　　　●．●　　●　　・　．　Ｊ

（１）国立国会図書館声部と野図害館蔵十冊本（以下上野図書雁木と称す.）

　縦８寸５分，横６寸３分，袋綴十冊．現在は五篇ずつまとめて上下二冊にしてある’．「東京図書

館蔵」「榊原家蔵」「故榊原芳埜納本」等の蔵書印炉ある．「むしめっろひめ君」丁似もはぬ力づこ

゛にとまりする少蒋」の二冊は，他の八冊と比較して料紙も筆蹟も異なり，ますこ本文を嶮討するに第1

‘一群第一類第一種に属すると考えられる袖寫である.

（2）大島雅太郎氏薔蔵島原本（以下島原本と称す.）

　本書は原本を見る機会炉なく，池田亀鑑博士の作成され7二影寫本にょっすこ.

（3）・尊経閣文彦蔵元除本（以下元祇本と称すj）

　縦８寸７分，横６寸１分，袋綴一冊．大野木克豊氏の調査にょれば，.元滝頃の書寫かという.

（４）京都大学国文学研究室蔵本　　　　　　　ご

　本書は原本にょらす，－イクロフＪレムにょっ北．本来は十冊本である炉，「ほどほどの懸想」

を欠いていろ.

（5）廣島大学附風図書館蔵本（以下廣島大学本と称す.）

　本書は原本にょらす，古典文庫本“にょっ乙同書の松尾聴氏.の解脆にょると「美濃紙半折大

の十冊本」で，浅野侯爵家薔蔵である.

㈲　宮内庁書陵部戴住宮薔蔵本（以下書陵部本と称す.）

　’本書は原本にょらす･，マイクロフいレムにょっ記．「図書寮典籍解雇　文学篇”゛」の記述にょれ

ば「27.8糎χ20.3糎，袋綴」の十冊本である．　　　　　　　　　　　　　　－　　．

（７）天理図書館蔵佐佐木信綱溥士薔蔵明治奥書本（以下明治本と称す.）　　　　　　　　　．

　縦９寸２分，横６寸５分，袋綴一冊．すこだし，本来は十冊ヤあっ7こものを改装し仁ものである．

　九三ウに朱で次の奥書炉めろ．

　　明洽十五稔八月立秋前五日以仲父厦斎君所手寫本一校Ｔ　曲本船一一

　本書も大体この第二類に属するものと考えられろ炉，本稿においては省略し仁．

　　　　　　　　　　　　　　　　　第二類の諸本の共通具文

　上野図書館本･j島原本・元禄本・京大国文学研究室本・廣島大学=本・書陵部本を比較して,･そ･の

共通異文をあげるし次の如くである．異文の箇所は，下に一線を施娠頁数は拙著堤中納言物語

　（日本古典全書）リ‘－りこよる．例文はと野図書館本で代表させてがる．　　　　１

曇

分曇
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,゛゛゛　宮内府図書寮編　図嗇寮典籍解題文学篇　國立書院　昭和23年10月
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番号 共　　　　　　通　　　　　　異　　　　　｀文 頁
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むヽゝがしこのそけとと炉むる入なし、　　　　　ぃ
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－
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ぃまゃぅくは中くはしめのをそし給なるなとそゎらひてもとかす．

秋のゅふへにもをとらぬ風に
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　　　　　　　　　　　　　　　　一
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　　　　-
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　　　－
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-
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　(附記)異文4・5・13・14・15は，上野図書脚本が補寫の部分であるから，これを除外して，島

原木で代表させてある．ますこ，異文６・７・８・９は，京大国文学研究室本の欠けている部分であ'る

から，これを含んでいない．　　　　　　　　し

　　　　　　　　　　　　　　　　第二類の諸本の相互関係り　　　　　　　　･･

　上述の如く，第二類の諸本は多くの共通異文を有し，同一の系統と考え右こと炉できるが，これ

ら諸本の各･々の間の関係はどうであろうか．

　本文の異同を瞼討すると，上述の六本のうち，上野図書館本と島原木･,･元轍本と京大国文学研究

室本，廣島大学本と書陵部本は，それぞれ近い関係にあβことが明かにされる．



　　　　　　　ｊ堤’中丿納”言物語伝本考§（松村）　　　　　　　３

ます，上野図書館本と島原本とは,次の如ぎ共通異文を有する,例文は上野図書館本によ万つて示,す．

番号 共　　　　　通　　　　　異　　　　　文 頁
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　ひとすちにぉもひもょらぬぁをゃぃま風ょっけっヽゝさそみすこるらん
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元除木と京大国文学研究室本と･は,‘次の如き共通異文を有する．例文は元締本によって示す，
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廣島大学本と書陵部本とは，次の如き共通異文を有する..例文は鷹島大学=本によって示す．
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もやのす7これをすこしまきあけてきてそういて7二てゝ

このむしともとふらるはらはへ
　　　　ｰ　　　　　　　　　　ゝ

れいのやうなりはわひしとで
　　　ｰ

か:しこか:り|ほめ給ときゝてしにり|ながり

はたをりめのこくちきひと加さね
　　　　ｰ

そのかよふ覧レゝろはいつくそ

たたいまいらせず二まへとて

ま仁きすいとましけなるを
　　　ー

さらはとてし給へかし
　　　一

叩)加しうおほしめさるゝれは

はしつか7こにてもすませ?二まへ加し
　　　　　ｰ

いまよいヽとまなくてそヽゝきはむへるをさへづりかけて
　　　　　　　　　　　ー

みてのうち
ｰ

あな加ちにいさなひ給っれはっせへまい!)7こりっろ程の

右大臣の中将の御めのとこのさゑもんのせう
　　　ｰ

このしのひ給ふ御事をも
　　　　　ー

しかくときこえてすゝめすこてまっれと　ダ
　　　　　　　　　　　　ー

よろつ心ほそくもおほり)ろを

　　　　　　　　　　　　●　　　　　ｗ

みなねいりぬるけはひをきゝつヽゝ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

よしなしこと八もかきつくるなり

　　　　　　ー

　藤田徳太郎氏は，£野図書館本について「図書寮の飛鳥井本と全く同じ本」であるとし，「恐ら

く図書寮の飛鳥井本より転寫しす二ものであらう」゛といわれfこ．上述の共通異文の比較によれば，

　゛藤田徳太耶堤中納物語研究新潮祀　昭和２年７月　日本文学講座第８巷



堤中納言物語伝本考帥（松村）
５

’むしろ上野図書館本と島原木との間にそういつ7こ関係炉推定され，ま7こ鷹島大学本と書陵部本（藤

　田氏のいう飛鳥井本）との間にも同様の関係の存在炉考えられるが，上.野図書館本と書陵部本と.の

側には，藤田氏のいわ灯るほどの関係は考えられない．

　京大国文学研究室本についても，藤田氏は「恐らく，図書寮本より出ですこものであらう゛゛」とい

　われろ炉,･これもむしろ元締本との間に密接な関係炉あると考えろ方炉妥当であることはいうまで

　もない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　語

‘かくの如く，上述の諸本は同一の共通異文を有する同一類の本文を有し，さいこその中に，上野

図書館本と島原本，元締木と京大国文弐=研究室本，鷹島大学本と書陵部本（わ三種炉あるものと考え

　られる．第二類の共通異文の外に，この類の特徴と考えられろもの炉一つある．それは，「はな了こ

　の女御」の中の，「世の中のう･きをしらぬと思ひしにごはひにものはなけかしきかな」の歌の「こ」

，の右傍に，上野図書館本・島原本・元締本・京大国文学研究室本・書陵部本および明治本は，「に

撒本不分明イ」と記されていることである．これも前記共通異文とあわせて，注意すべき旅であ

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’●　　‘

　（追記）この類に胆すろものとして，以上の外に黒川具頼薔戴本がある炉，これについては別の機

会に詳細に記述するであろう．

　なお本稿を草するに当り，マイクロフィノレムの作成を許可せられ7こ国立国会図書館・尊経閣文庫

・・京都大学附属図書館・宮内庁書陵部に謝意を表する．まずこ，黒川罫頼薔蔽本につい七は，･池田亀

鑑博士の御指導に･あつく感謝すろ次第であろ．

　　　　　　　　　　　　　　　　堤中納言物語諸本分類表

l第　一　群

　第一類

，　　j●　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　第一種・

　　　　東京大学田陽図書館戴南葵文庫薔戴本

　　　　国立国会図書館支部静嘉堂文庫戴松井簡治博士薔蔵函崎文庫本　　‥

　　　　東北大学附属図書館蔵狩野文麻本

　　　　否群馬師範学校蔵本

　　第　二　種　　　　”‘

　　　　無窮会榊習文庫蔵清水浜臣萄蔵本

　　　　無窮会榊習:受庫蔵井上頼圀薔蔵本

　　　　宮内庁書陵部戴清水浜臣本　　　　　　　　　　　　●

　　　，国立国会図書館支部上野図書館噺

　第二類

　ノ●　久原文庫戴大野鷹城標註本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･’

　　　　国立国会図書館支部静嘉堂文庫蔵松井簡治博士菖戴大則

　　　　国立国会図書館支部内閣文庫戴本’　　　　＼

　　　≒京都大学附属図書館戴件信友校本

　　　　国立国会図書館支部扉嘉堂文庫戴山田常典本

　第　三　類

　　　　榊宮文庫戴林崎文庫薔戴本

“　藤田徳太那　堤中納物語研究　新潮絃　昭和２年７月　日本文学講座　第８倦



　６　　　　　　高知大学琴=術研究報脊第３倦第20号

　　　　清水泰氏哉藤井乙男博士薔蔵一冊本　　∧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

第二群　　　　　　　　　　　．．　、●

　第一類　　　、　　　　　　　　　、j　　　　、

　　　　三手力車蔵本

　　　　榊宮文庫蔵大愚校本　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　●

　第　二　類　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　、

　　　　国立国会図書館支部上野図書館蔽十冊本

　　　　　　神寫され7二F虫めづろ姫君」「思はぬ方に､とまりする少将」は第一群第一類第Ｔ種し

　　　　　　に属すろ本文を有する力べ除外する．

　　　　池田亀鑑博士哉黒川μ頼薔蔵本　　　　　　　　・

　　　　大島雅太郎氏哉島原本

　　　　尊経閣文庫蔵元秘本

　　　　京都大学国文学研究室蔵本

　　　　廣島大斗’:附胆図書館（哲廣島師範学校）哉浅野家薔蔽本

　　　　宮内庁書陵部敵性玄薔蔵本　　　　　　　　　／

　　　　天理図書館蔵佐佐木信綱博士哲哉明治十五年奥書本

　第三類

　　　第一種

　　　　璋経閣文庫蔵天和木　　　　　　　　　　　　丿

　　　　久原文庫哉阿波国文庫薔蔵本

　　　　国立国会図書館支部静嘉堂文庫蔵松井簡治屏士薔蔵肯古文庫本

　　　　国立国会図書首支部静嘉堂文庫哉松井簡治陣士薔蔵富士谷御杖本

　　　　岡山大学附属図書館哉池田家薔蔵土肥経平薔哉本

　　　　天理図書館蔵佐佐木信綱陣士薔哉尾崎雅嘉自筆本

　　　第　二　種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　東京敦育大学附属図書館哉横山由清哲哉本

　　　　国立国会図書館支部静嘉堂文庫哉松井簡治陣ナ薔哉横山由清校本

　　　　池田亀鑑陣士戴本

　　　　久原文庫哉萩原宗固自筆本　　　　　　　　　　　　‥

　　　　日本大学附属図書館蔵本　　　　　　　　　　　　　ご

第三群　　　　　　　　　　　一一　　”、

　　　　ﾒ恪町立図書館哉村上文庫哲蔵本

　　　　石川県立図書館蔵李花亭文庫哲蔵本

　　　　清水巻氏職藤井乙男博士薔哉二冊本　　　　　・

　　　　京都大学吉田で分校（哲三高）蔵本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プ＼

第一群　第一類第二種と第二群第三類第二種との混態　　’゛

　　　　国立国会図書館支部静嘉堂文庫哉松井簡治博士薔哉日尾荊山本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和２９年!0月30日受理）



　
2
5
々
Ｆ
ｙ
７
ｊ
ｌ
ｙ

　
長
刄
に
々
Å
）

文
二
７
ｙ
レ
に
ン
～
ｙ
ｔ

ａ
几
万
～
ｔ
汐
Ｆ
丿
笏
Ｉ
ゑ
７
Ｌ
ぐ

共本
　
1
6
ｔ
ｒ
ｙ
Ｍ
ｙ
’
Ｌ
ヽ
｀
、
０
＼
ｆ
　
　
Ｓ
Ｓ
＾
~
＾
レ
ハ
〔

諸n
　

1
2
1
7
寸
「
ム
ヴ
の

え
？
ｙ
ｙ
Ｆ
｀
。
；
ｙ
ゼ
、
／
‘
～
、

つ
も
ぷ
ｙ
柘

で
ま
で
ｒ
ｙ
ん
で

ｔ
り
だ
ヤ
Ｙ
Ｌ
Ｌ
ノ
、
４
”
々
”
ぐ

　
炉
Ｅ
、
ａ
ぐ
ｒ
ｙ
ｅ

一
一
一
い
ｉ
μ
Ｅ
’
・
ｔ
ｒ
に
・
に
ト
ト
ｔ

４
で
／
１
ｔ
つ
恥
丿
に
し
ｙ
し
き
ｙ
　
い
７
Ｊ
つ
あ
ワ
ー
に
～
ん
ｌ
ｒ
-
’

ｆ
し
ゐ
Ｊ
ド
ギ
こ
ず
え
、
～
丿
り
ｌ
ｙ
争
ｏ
に
レ
ベ

？
で
す
叱
作
力
　
　
Å
く
今
１
ふ
功

Ｅ
1
0
風
昂
久
仁
～
万
　
に
邨
内
夕
～
万
よ
ツ
ベ
？
づ
う
ｙ
へ
？
咬

c
｡
　
　
　
Ｊ
Ｕ
政
吟
に
～
ｙ
ぴ

　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
‘

１
ぶ
９
に
い
？
二
ゐ
Ｆ
た
じ
に
ぐ
ぃ

皿
　
　
上
　
野
図
廣

‘
館
本

！
冷
肉
Ｌ
や
い

な
７
ｙ
に
ト
斤
ぎ
≒

　
元
　
　
　
緑
　
　
　
冰

£
の
ウ
ゑ
り
八
い

Ｔ
゛
？
い
ぐ
こ
乃
や
ｋ
ン
沁



匁‘


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8

